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１．事業目的

「既存技術の調査」
－ 格納容器の損傷箇所を高線量・狭隘・水中等の環境下で補修するために

必要な要素技術や遠隔操作技術等について、既存技術の調査を行う。
「【損傷の可能性が高い箇所】D/W外側補修装置開発 」

－損傷している可能性が高いと想定されるフランジ、ハッチ、ペネトレーションに
対する補修工法を抽出する。
「冠水代替案の検討」

－ 格納容器バウンダリの再構築ができない場合の冠水代替工法の概念を抽
出する。

プロジェクトの背景・目的

平成２３年度における事業の目標

原子炉圧力容器と原子炉格納容器のバウンダリ機能が喪失した状態で炉
心燃料を取り出すためには、原子炉格納容器内を原子炉圧力容器と共に
水で満たした状態にすることを想定している。しかし、原子炉格納容器近傍
は高線量下で狭隘部もあり、また格納容器下部（圧力抑制室等）が浸水し
ており、こうした環境で損傷箇所を補修する技術は確立されていない。この
ため、高線量・狭隘・水中環境等における補修工法と装置を開発する必要
がある。
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２．事業概要

事業の実績: 具体的な作業がイメージできるレベルに項目をブレイクし、開発工程を立案した。平成２３年度
は、既存技術の調査、損傷の可能性が高い箇所に対する止水工法の検討及び、冠水代替の概
念検討を行うことを計画した。
インプット／アウトプットの項目及び時期を明確化し、必要情報取得や他研究Prjへのアウトプット
を実施した。

○全体計画の立案

事業の評価: 研究開発のスケジュールの策定が、計画通り完了しており、研究開発のインプット／アウトプット
の進捗については、後工程に影響を及ぼすような遅延がなく作業が進んでいる。
計画スケジュールに対し、完了時期を延期している項目があるが、後工程に影響が出ないように
工程調整を行うことで平成24年度事業計画の見直しは必要ない。

全体工程
インプット／アウトプット
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２．事業概要

事業の実績: 格納容器補修技術として必要な要素技術を検討し、当該技術とその保有ベンダー調査を実施して、技術カ
タログを作成中。技術カタログワークショップおよび国際ワークショップ／シンポジウムの公募取り纏めに時間
を要しており、当初計画(3月末完了)より約1ヵ月延期して4月末集約の予定である。

○既存技術の調査

事業の評価: 技術カタログの取りまとめには時間をかけているが、後工程に影響が出ないように並行作業等の工程調整
を行う。
より多くの技術を収集するために、技術カタログワークショップ及び国際ワークショップ／シンポジウムを通し
て、広く国内外の既存技術を公募及び評価し、カタログを作成中。

ベンダリストの例 技術カタログの例
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２．事業概要

事業の実績: 損傷の可能性が高い箇所の補修に適用する止水工法を抽出した。補修対象部位を7種に分類し、部位ご
との選定・具体化を進めている。現場の環境を考慮し実現性を考慮した検討が必要なこと、及び、技術カタ
ログWS及び国際WS／シンポジウムの公募の結果の反映が必要なことから、3月末完了の当初計画を5月
末完了に延期して作業を継続している。

○【損傷の可能性が高い箇所】D/W外側補修装置開発

事業の評価: 止水工法検討は、技術カタログの取りまとめに時間を要しているが、後工程に影響が出ないように並行作
業等の工程調整を行う。
現場情報を具体的に収集するために類似プラントである1F-5の現地調査を実施し、アクセスルート・干渉物
等を確認した。

損傷の可能性が高い箇所 補修工法(案)の検討



6

２．事業概要

事業の実績: 格納容器バウンダリ再構築による冠水が実施不可能となった場合の冠水代替について、代替
工法の概念抽出を実施した。

○冠水代替案の検討

事業の評価: 冠水代替案の検討は、今後詳細なエンジニアリングスケジュールを策定して実現可能性の評価
を行う予定であり、問題はない。

冠水代替工法概念(案)の例

原子炉遮へい壁
バウンダリ案

原子炉建屋
バウンダリ案
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３．今後の計画

格納容器補修技術の開発
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３．今後の計画

平成24年度は、下記の項目を実施する。
損傷の可能性が高い箇所に対する補修装置の要素開発・設計
損傷不明な箇所に対する補修工法・装置の概念検討
代替冠水工法の成立性検討

計画スケジュールに対し、完了時期を延期している既存技術調査、止水工
法の検討については、後工程に影響のでない範囲で完了する。

平成24年度における事業の目標
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格納容器補修技術の開発

Ｄ／Ｗ外側補修技術開発【損傷の可能性が高い箇所】

◎三菱重工、東芝、日立ＧＥ既存技術の調査

ＤＷ外側（フランジ・ペネ・遮蔽壁間ギャップを除く）・
Ｓ／Ｃ及びトーラス室壁面補修技術の開発【損傷不明な箇所】

冠水代替案検討

止水工法の検討

補修要素技術・装置の検討・開発・設計

ロボット（要素技術の組合せ）

人間系（遠隔以外）作業用装置

穴開けロボット及びＳ／Ｃ補修ロボット（下部） ◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工

◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

◎日立ＧＥ

◎東芝

（幹事会社：東芝）

止水工法の検討（上部・下部） ◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工

ＤＷ外側（フランジ・ペネ・遮蔽壁間ギャップを除く）・
Ｓ／Ｃ及びトーラス室壁面補修技術装置の開発 東芝、日立ＧＥ、三菱重工

トーラス室壁面補修ロボット（下部） ◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

機器・装置開発サブワーキング

報告 管理
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